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追
分
南
（
仮
称
）

も
近
く
加
入
見
込
み

　
　

合
意
書
交
わ
し
４
月
か
ら
活
動

追
分
南
３
町
内
会
が
ま
ち
協
加
入

合意書に署名するかがやきの丘町内会代表

◇若草第一集会所

▽若草一丁目

日時　４月６日（日）

      午前 10 時

◇市民センター

▽若草二丁目

日時　３月 29 日（土）

　　  午前９時 30 分

▽若草三丁目

日時　３月 22 日（土）

　　  午前９時 30 分

▽若草四丁目

日時　３月 23 日（日）　

　　　　   午前 10 時

▽若草五丁目

日時　３月 21 日（祝）　

　　　　   午前 10 時

▽若草六丁目

　日時　３月 22 日（土）　

　　　　   午前 11 時

▽若草七丁目

　日時　３月 22 日（土）　

　　　　   午後０時 30 分

▽若草八丁目

日時　３月 22 日（土）　

　　　　   午後２時

▽岡本町西

日時　３月 22 日（土）  

      午後３時 30 分

町内会総会日程

本部

会長 1名、副会長 3名、監事 2名

事務局、広報委員会

若草・岡本西ブロック地区別活動委員会

若草・岡本西ブロック自主防災連合会

若草・岡本西ブロック児童公園等維持管理委員会

　若草地区町並み保存委員会

　若草地区集会所管理委員会

追分南ブロック地区別活動委員会

自
主
防
災
会
（
12
防
災
会
）

ふ
れ
あ
い
推
進
委
員
会

体
育
振
興
委
員
会

人
権
教
育
推
進
員
会

子
ど
も
会
連
合
会

地
域
協
働
合
校
推
進
委
員
会

青
少
年
育
成
委
員
会

少
年
補
導
委
員
会

志
津
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

社
会
福
祉
協
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

健
康
推
進
員
連
絡
協
議
会

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

交
通
防
犯
委
員
会

環
境
美
化
委
員
会

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
支
部

町
内
会
等
（
12
町
内
会
等
）

文化体育Ｇ子ども育成Ｇ地域福祉Ｇ暮らし安心Ｇ町内会等

総会（代議員）

理事会 (会長・副会長・理事）

岡本町西

山手幹線

志津南ホームページ
http://waka-kusa.net

追
分
南
地
区
町
内
会
の
ま
ち

協
加
入
に
関
し
て
、
４
つ
あ
る

町
内
会
の
う
ち
、「
か
が
や
き
の

丘
町
内
会
」「
コ
ー
ジ
ー
ガ
ー
デ

ン
自
治
会
」「
追
分
鴨
田
町
内
会
」

の
３
町
内
会
と
ま
ち
協
の
間
で

合
意
が
成
立
、
２
月
17
日
に
４

者
が
合
意
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

残
る
（
仮
称
）
追
分
南
町
内

会
と
は
平
成
26
年
度
中
に
も
合

意
書
を
交
わ
す
見
通
し
で
す
。

追
分
南
地
区
の
４
町
内
会
か

ら
昨
年
５
月
24
日
、
志
津
南
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
対
し

加
入
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の

を
受
け
て
、
６
月
20
日
に
当
該

４
町
内
会
と
志
津
南
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
と
の
間
で
状
況

説
明
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
各
町
内
会
と
個
別
に

協
議
を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。

同
地
区
３
町
内
会
の
加
入
に

よ
り
、
志
津
南
学
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
し
て
の
構
成
戸
数

は
１
３
９
０
戸
と
な
り
ま
す
。

合
意
書
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

①
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
加

　

入
す
る
。

②
志
津
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

　

議
会
が
現
在
行
っ
て
い
る
活

　

動
を
「
学
区
全
体
活
動
」
と
「
地

区
別
活
動
」
に
区
分
す
る
。

③
「
学
区
全
体
活
動
」
に
要
す

る
経
費
を
「
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
会
費
」
と
し
、
１
戸
当

た
り
年
間
１
、
８
０
０
円
と

す
る
。

④
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
委
員

　

会
等
に
委
員
を
選
出
す
る
。

　

た
だ
し
、
追
分
鴨
田
町
内
会

　

は
「
交
通
防
犯
委
員
」「
環
境

　

美
化
委
員
」「
体
育
振
興
委
員
」

　

を
除
外
す
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

平
成
26
年
度
か
ら
志
津
南
学

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
当

該
３
町
内
会
を
加
え
て
活
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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や
さ
し
く
文
章
講
座

シ
ニ
ア
の
つ
ど
い

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
２

月
１
日
、
第
９
回
シ
ニ
ア
の
つ

ど
い
を
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
中
学
生
を

含
め
て
22
人
が
参
加
し
ま
し
た

＝
写
真
。

　

今
回
は
元
京
都
新
聞
論
説
委

員
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
熊
谷
栄

三
郎
さ
ん
を
招
き
、「
自
分
つ
れ

づ
れ
を
書
き
ま
せ
ん
か
？
」
と

題
し
、
文
章
の
書
き
方
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 
 

熊
谷
さ
ん
は
そ
の
中
で
文
章

を
書
く
コ
ツ
は
、
例
え
ば
「
自

慢
話
は
退
屈
、
失
敗
談
こ
そ
書

い
て
み
る
」「
真
実
を
書
く
と
面

白
い
」「
ま
ず
は
一
行
書
き
出
す

勇
気
」
な
ど
、
実
体
験
を
交
え

基
本
的
な
姿
勢
を
説
き
ま
し
た
。

　

ま
た
「
一
つ
の
文
節
は
30
字

か
ら
40
字
を
め
ど
に
」
と
簡
潔

に
書
く
こ
と
を
勧
め
、
書
く
題

材
に
つ
い
て
は
、
面
白
い
広
告

を
見
つ
け
た
り
、
ス
マ
ホ
操
作

中
に
転
ん
だ
若
い
女
性
が
そ
れ

で
も
寝
転
ん
だ
ま
ま
、
す
ま
し

た
顔
で
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
い

た
話
な
ど
を
紹
介
し
、
あ
り
ふ

れ
た
日
常
で
も
、
疑
問
と
遊
び

心
を
持
っ
て
見
れ
ば
、
心
和
む

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
な
が
る
、
と

観
察
眼
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し

た
。

　

ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
分
か
り

や
す
い
語
り
口
に
、
参
加
者
か

ら
「
文
に
は
色
々
な
人
の
特
徴

や
思
い
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
た
」

「
こ
う
い
う
話
は
初
め
て
聞
き
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
文
章

を
書
く
だ
け
で
な
く
、
何
気
な

い
日
常
や
飾
ら
な
い
本
音
に
、

人
間
ら
し
さ
、
面
白
味
が
隠
れ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

 
 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
70
人
参
加

　

志
津
南
体
育
振
興
会
は
２
月

23
日
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
草
津 

エ
ー
ス

レ
ー
ン
で
全
24
レ
ー
ン
を
借
り

切
っ
て
、
第
２
回
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
開
催
、
約
70
人
の
参
加

者
が
１
レ
ー
ン
約
３
人
で
ゆ
っ

た
り
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
＝
写
真
。

　

ゲ
ー
ム
は
、
一
般
男
子
、
一

般
女
子
、
小
学
生
の
３
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
小
学
生
は
ガ
タ
ー

な
し
と
し
て
、
２
ゲ
ー
ム
の
平

均
得
点
で
、
各
コ
ー
ス
個
人
順

位
と
レ
ー
ン
毎
の
チ
ー
ム
順
位

を
競
い
ま
し
た
。

　

豪
快
な
ス
ト
ラ
イ
ク
あ
り
、

思
い
通
り
に
転
が
ら
な
い
ガ

タ
ー
あ
り
で
、
歓
声
や
拍
手
、

く
や
し
は
ず
か
し
の
顔
が
入
り

混
じ
っ
た
な
ご
や
か
な
プ
レ
ー

風
景
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
個
人
】

▽
男
子　

一
ノ
口
哲
夫
さ
ん

（
８
丁
目
）

▽
女
子　

林
智
子
さ
ん
（
４

丁
目
）

▽
小
学
生　

西
島
創
士
く
ん

（
７
丁
目
）

【
チ
ー
ム
】

▽
男
子　

山
本
耕
治
さ
ん
（
８

まち協だより

第 15 回理事会（平成 26 年 2 月 1 日）

第 16 回理事会（平成 26 年 3 月 1 日）

①平成 26 年度の会長の候補者として、現会長の

中原勝一さん、監事の候補者として、現若草

七丁目町内会長の東泰雄さんと、前まち協副

会長・前民児協会長の松本孝子さんを選定し

た。

②平成 25 年度決算における予備費の取り扱いに

ついて、次回の理事会で結論を出すこととし

た。

③「若草・岡本西ブロック自主防災連合会規則」

「若草・岡本西ブロック地区別活動規則」の制

定案が提示され、次回の理事会で議論するこ

とに。

④「志津南地区広報委員会規則」の改正案が提

示され、次回の理事会で了承を得ることに。

⑤ 3 月 29 日 ( 土 ) に新旧合同理事会を開催し、

4月の定時総会の議案について承認を得ること

を確認した。

①「スポーツまつり」について、住民のニーズ

を把握するため、年齢層別に参加種目などを

洗いなおす必要があるとして、体育振興委員

会で調査を実施することに。

②ＣＡＴＶ検討委員会から最終報告書が提出さ

れたが、今後は常設の「ＣＡＴＶ運営委員会」

を設置し、解決すべき課題について協議を進

めることに。

③ボランティアの協力を得て行っている環境美

化活動を平成 26 年度からは若草一～八丁目町

内会に岡本町西町内会を加えて、若草・岡本

西ブロックとして進めることになった。

④「自主防災連合会規則」「地区別活動規則」「広

報委員会規則」等について、３月 15 日に臨時

理事会を開催し、審議することに。

丁
目
）、
一
ノ
口
哲
夫
さ
ん
、

一
ノ
口
佳
夫
さ
ん

▽
女
子　

松
田
輝
子
さ
ん
（
３

丁
目
）、
林
智
子
さ
ん
（
４
丁

目
）

▽
小
学
生　

西
島
拓
巳
く
ん
、

西
島
創
士
く
ん
（
７
丁
目
）、

山
本
風
翔
く
ん
（
８
丁
目
）

で
し
た
。

　

そ
の
他
、
２
、
３
位
賞
、
飛
び

賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞 

等
の
方
を
含

め
て
、
図
書
券
を
賞
品
と
し
て

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
適
度

な
運
動
で
楽
し
く
時
間
を
過
ご

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
出
場

い
た
だ
い
た
方
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
ま
り
に
も
お

役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
お

疲
れ
様
で
し
た
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
月
16
日
・
４
月
６
日

　

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

３
月
23
日
・
４
月
13
日

　

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

　

岡
本
町
西

回
収
品

　

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
も
可
）

　

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

※
回
収
時
間
は
配
車
の
都
合
で

夕
方
に
な
る
町
内
が
あ
り
ま
す

が
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

資
源
回
収
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ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

健
推
が
料
理
講
習
会

　

わ
た
し
た
ち
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
」
（
和
田
基
代
表
、
13
人
）
は

志
津
南
小
児
童
の
登
下
校
時
に

横
断
歩
道
等
で
誘
導
や
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
９
月
に
志
津
南
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
会
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

グ
ル
ー
プ
（
現
在
は
独
立
グ
ル
ー

プ
）
と
し
て
４
人
ほ
ど
の
メ
ン

バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
、
特
に
ス
タ
ー

前
交
差
点
で
の
横
断
誘
導
を
行

い
ま
し
た
。

　

児
童
数
は
向
山
団
地
か
ら
児

童
２
班
25
人
程
度
で
し
た
が
10

年
を
経
過
し
た
現
在
、
25
班

２
６
２
人
と
大
幅
に
増
え
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
メ
ン
バ
ー
（
４
人
）、先
生
（
１

人
）、
保
護
者
（
４
人
）
の
計

９
人
で
横
断
歩
道
で
誘
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

信
号
が
歩
車
分
離
式
と
な
り
、

歩
行
者
の
安
全
性
は
増
し
て
き

ま
し
た
が
、
年
々
か
が
や
き
の

丘
等
の
住
宅
地
開
発
、
学
区
再

編
に
伴
い
児
童
数
が
増
加
、
特

に
ス
タ
ー
前
交
差
点
付
近
の
横

断
歩
道
で
は
１
回
の
青
信
号
で

は
渡
り
き
れ
な
く
て
班
が
分
断

さ
れ
、
渡
っ
た
児
童
が
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
の
駐
車
場
で
渡
り
き

れ
な
か
っ
た
仲
間
を
待
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
店
へ
の
車
の

出
入
り
も
あ
り
注
意
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
横
断
歩
道
を
渡
っ
た
児

童
が
通
学
路
の
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
前
の
歩

道
を
歩
く
際
は
車
道

に
近
い
た
め
、
よ
り

注
意
し
て
誘
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

10
年
間
に
わ
た
る

こ
う
し
た
活
動
が
評

価
さ
れ
、平
成
20
年
、

平
成
25
年
の
２
回
、

草
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
か
ら
団
体
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

26
年
度
に
は
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
５
人
が
「
子
供
安
全
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
草
津
警
察
署
と

連
携
し
つ
つ
小
学
校
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
や
団
体
等
と
必
要
に

応
じ
お
互
い
に
助
言
・
指
導
や

支
援
・
協
力
を
行
い
、
地
域
一

体
と
な
っ
て
子
供
を
見
守
る
活

動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
だ
ま
だ
人
員
が
不
足
し

て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て

い
ま
す
。
参
加
し
よ
う
と
思

わ
れ
る
方
は
電
話
（
５
６
６
）

１
９
３
３
（
和
田
）
ま
で
、
ご

一
報
下
さ
い
。

　

志
津
南
地
区
健
康
推
進
員
連

絡
協
議
会
は
２
月
13
日
、
栄
養

士
の
山
元
陽
子
さ
ん
、
木
寺
美

知
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
カ

ロ
リ
ー
と
塩
分
控
え
め
の
料
理

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
＝
写

真
。

　

参
加
者
36
人
が
野
菜
い
っ
ぱ

い
の
「
ネ
バ
ネ
バ
ど
ん
ぶ
り
」

と
大
根
お
ろ
し
が
た
っ
ぷ
り
か

か
っ
た
「
鱈
の
淡
雪
蒸
し
」、
副

菜
に
「
ほ
う
れ
ん
草
の
海
苔
和

え
」、
デ
ザ
ー
ト
に
「
人
参
ゼ

リ
ー
」
の
４
品
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

塩
分
を
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
工
夫
し
て
、
香
味
野
菜
の
ネ

ギ
や
生
姜
を
利
用
し
た
り
、
だ

し
汁
、
酢
で
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

た
り
、
梅
干
し
や
焼
き
海
苔
を

使
っ
て
塩
分
控
え
め
の
料
理
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。　
　
　

ま
た
「
食
品
の
塩
分
含
有
量
」

の
お
話
し
で
和
食
の
「
寿
司
」

が
思
い
の
ほ
か
塩
分
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
び
っ

く
り
で
し
た
。「
つ
け
も
の
」
や

「
味
噌
汁
」
も
気
を
付
け
た
い
食

べ
物
で
す
。

参
加
者
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は

減
塩
に
努
め
て
料
理
を
作
る
」、

「
今
日
は
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
も
ら
し
て

い
ま
し
た
。

落語家招き講演会

　志津南地区社会福祉協議会（小野栄祐会長）主催の

「笑って笑ってお元気での会」が２月 23 日、志津南市

民センターで開かれ約 70 人が参加しました＝写真。

　大津市生まれで、桂文枝師匠（前・三枝＝平成 24

年に文枝襲名）の弟子である桂三風さんを招き、約１

時間話していただきました。

　前半は地元出身の落語家として地域の話題からソチ

オリンピック、政治、大阪や東京の人の性格の地域性

等、身近な話題から最新の話題を題材したお笑いで盛

り上がりました。

　後半には高齢化社会の中で人と人とのふれあいの重

要性、相手のことを慮る（おもんばかる）心の重要性

を訴えかけ、最後はドジな振り込み詐欺の一団が詐欺

に失敗する話で締めくくりました。

　参加者からは「寒かったけど笑って暖かくなった」、

「久しぶりに笑いすぎて涙が出た」等の感想が聞かれ、

笑いの中にも示唆に富んだ内容に楽しいひと時をすご

しました。

　
　

登
校
す
る
児
童
を
見
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド



　
　

敬
意
と
尊
重
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こよみ

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
２
周
年

森
の
大
切
さ
学
ぶ

―
第
２
回
す
こ
や
か
セ
ミ
ナ
ー

　

志
津
南
地
区
青
少
年
育
成
委

員
会
（
斎
藤
充
浩
委
員
長
）
主

催
の
「
第
二
回
す
こ
や
か
セ
ミ

ナ
ー
」
が
２
月
８
日
、
志
津
南

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
「
朽
木
い
き
も

の
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
青
木
繁

館
長
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
び

わ
湖
源
流
の
森
」
と
題
し
て
県

内
の
森
の
実
態
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

約
30
人
の
参
加
者
は
、
自
然

の
森
を
守
る
こ
と
の
必
要
性
や

ブ
ナ
の
巨
木
の
伐
採
を
い
か
に

し
て
食
い
止
め
た
か
と
い
う
話

を
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
チ
の
実
で
作
っ
た

笛
を
鳴
ら
し
た
り
、
ト
チ
の
実

の
皮
む
き
な
ど
珍
し
い
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。

金
曜
の
夜
、
な
に
げ
な
く
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
あ
る
光

景
が
目
に
入
っ
て
き
た
。
そ
れ

は
、
世
界
の
僻
地
と
も
言
え
る

場
所
に
暮
ら
す
日
本
人
に
逢
う

た
め
に
、
芸
能
人
が
あ
ら
ゆ
る

交
通
手
段
と
何
日
も
の
時
間
を

使
っ
て
現
地
を
訪
ね
る
も
の
で
、

そ
の
道
中
を
面
白
お
か
し
く
表

現
す
る
と
と

も
に
、
や
っ

と
の
思
い
で

逢
え
た
日
本
人
の
、
そ
こ
に
至

る
ま
で
の
心
の
葛
藤
や
人
生
を

語
っ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
戦
時
中
、
心
な
ら

ず
も
戦
地
へ
と
出
向
き
、
そ
の

ま
ま
現
地
で
暮
ら
す
人
、
世
界

中
の
人
々
の
平
和
を
願
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
海
を
渡
っ
た
人
、

愛
す
る
人
を
追
っ
て
辿
り
着
い

た
人
な
ど
、
様
々
な
事
情
を
抱

え
た
日
本
人
が
い
る
。

私
は
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の

高
い
志
や
熱
い
思
い
、
そ
し
て

悲
し
い
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る

と
と
も
に
、
一
つ
別
の
角
度
で

気
付
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
ど
ん
な
場
所
で
暮
ら
そ

う
と
、
ど
ん
な
宗
教
観
や
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
持
と
う
と
、
人
間

と
人
間
、
相
手
を
尊
重
し
、
敬

意
を
表
し
て
接
す
れ
ば
、
き
っ

と
解
り
合
え
る
と
い
う
こ
と
。

　

き
れ
い
ご
と
と
言
わ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
で
も
、
私
自
身

か
た
く
な
な
自
分
を
変
え
、
相

手
の
考
え
を
尊
重
し
、
敬
意
を

表
し
て
接
す
れ
ば
相
手
と
の
関

係
が
劇
的
に
変
わ
る
と
い
う
経

験
を
こ
れ
ま
で
何
度
も
し
て
き

た
。

◇

　

翻
っ
て
、
私
が
こ
の
地
に
や

っ
て
き
て
は
や
16
年
。
転
居
時

に
お
腹
に
い
た
息
子
も
高
校
生

に

な

っ

た

が
、

私
は
こ
の
１
年

で
初
め
て
本
格

的
に
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た
。

そ
こ
で
気
付
い
た
こ
と
は
献

身
的
に
地
域
を
支
え
る
人
々
が

こ
こ
に
は
確
か
に
存
在
す
る
と

い
う
事
実
だ
っ
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
家
族
や
地

域
の
方
々
、
仕
事
場
、
そ
し
て

世
界
中
の
人
々
を
尊
重
し
敬
意

を
表
し
て
接
し
て
い
き
た
い
。

そ
う
す
れ
ば
追
分
南
の
方
々
が

加
入
さ
れ
る
今
春
以
降
も
、
わ

が
ま
ち
「
志
津
南
」
は
き
っ
と

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
。

（
岡
本
町
西　

高
川　

弘
）

□ 3月 15 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：45　若草中央公園集合

□ 3月 19 日（水）

　☆志津南小学校卒業式

　　9：15 ～ 11：00

□ 3月 22 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：30　若草中央公園集合

□ 3月 25 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 4月 4日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00

　　ボランティア「泉」

□ 4月 5日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：15　若草中央公園集合

☆若寿会総会

　　12：00 ～ 14：00

□ 4月 8日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□毎週金曜日　

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10：00 ～ 12：00

　五丁目集会所

★印の会場は志津南市民センター

（公民館）です

　

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
「
絆
」
は

２
周
年
を
迎
え
、
２
月
５
日
に

記
念
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
当

日
は
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲
み

物
・
ぜ
ん
ざ
い
が
無
料
で
ふ
る

ま
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。
開
店

と
同
時
に
、
日
頃
利
用
し
て
い

る
人
々
が
、
友
だ
ち
と
誘
い
あ

っ
て
来
所
さ
れ
満
員
と
な
り
、

に
ぎ
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

２
階
で
は
、
子
ど
も
向
け
音

楽
が
流
れ
る
中
、
元
気
に
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
も
、
マ

マ
友
と
の
会
話
が
楽
し
そ
う
で

し
た
。

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス｢

絆｣

が

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
根
ざ
し
、

皆
様
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス｢

絆｣
だ
よ
り
を
毎
月
発
行
し
て

い
ま
す
。
行
事
の
予
定
な
ど
も

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。


